
英検 2級英作文テンプレート（語数の目安 80～100words） 

イクオス英語学院 

1）I (do not) think(agree) that ～  どちらの意見か主張 （1文：10～20words） 

There are two reasons to support my opinion. 省略可（入れた方が語数をかせげる） 

2）First of all, ～ 理由 1 （1文：約 10words） 

3）For example, ～ 理由 1をサポートする具体例（約 20words） 

4）Second(Also), ～ 理由 2 （1文：約 10words） 

5）For instance, ～ 理由 2をサポートする具体例（約 20words） 

6）Because of all the reasons above, I think～ 意見再主張 （1文：10～20words） 

TOPIC Today, many people spend their vacations overseas.  

Do you think the number of these people will increase in the future? 

【主張 I think that the number of people that spend their vacations overseas will increase in the future. （17w） 

There are two reasons to support my opinion. （8w） 

【理由１】First of all, more people are interested in learning about different cultures. （12w） 

【理由１を支持する具定例】For example, I read many books and watch many movies about different cultures, 

because they are interesting.（17w） 

【理由２】Second, people have a chance to speak foreign languages overseas. （10w） 

【理由２を支持する具体例】For instance, many students spend vacations overseas, so they can practice 

speaking a foreign language. （15w） 

【再主張】Because of all the reasons above, I think that more people will spend their vacations overseas in the 

future.（19w） 

 

1）最初にどちらの意見かはっきりさせる 

 Do you think ～？ と聞かれた場合、 I (do not) think that ～ でスタート 

 Do you agree ～？ と聞かれた場合、 I (do not) agree that ～ でスタート 

 意見主張 1文目は、 TOPICの質問文をそのまま使えるところは使って、丸写ししてよい 

 しかし、TOPICに this, these などの指示語がある場合は、それが対象となる語句に書き換える 

2）理由 1 First でスタートしてもよい 

3）理由 1をサポートする具体例をあげる（For example でスタート） 

 英語の問題だけでなく、普段から日本語でもいろいろな事柄について、自分の意見を考えておく 

4）理由 2 Second（Also）どちらでもよい 

2級は理由を POINTS 以外から選んでもよいが、準 1級では POINTS から選ばなければならない 

ので、上の級を目指す人は、POINTS から理由を選ぶ練習をしておく 

5）理由 2をサポートする具体例をあげる（For instance でスタート） 

 具体例を思いつかない場合は、模範解答や友達の理由やアイデアを借りてまねる 

6）Because of all the reasons above, の後、1文目の意見主張をくり返すことになる 

 英語は同じ単語やフレーズのくり返しを嫌うので、書き換えが望ましいが、できない場合は 

そのままでも、2級では減点対象にならない 

※ この枠（27words）をそのまま使うと目安の語数 80words まで、53words 書けばよい。 

  中 3までに習った英文法が使えれば充分。 自分で間違いなく書ける英語でよい。 

  


